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8 月のお便りが遅れてしまいました。 幌加内の新そば祭りのお手伝いに 8月末から行ってい

て、その疲れで予定が狂ってしまいました。 人口 1600 人、高齢化率 60％の幌加内の町に、30

日の土曜日など、2万 1千人の人が集まるのですから、町はパニック状態です。 お天気も良す

ぎて、1000 人分用意したソフトクリームは完売、翌日は 2000 人分を用意しましたが、午後には

完売早々と店を閉める有様です。 幌加内高校の店も、長蛇の列で終了時間の 2時間前に完売御

礼の札が立ちました。 いつもながら、何処からこんなにそば好きが集まるのか不思議です。 

おかげで、私の右腕はいまだにむくんでいて、整骨院でメンテナンスしている状態です。 

そう、弟子屈の新そば祭りも盛況でした。 高橋邦弘名人が北海道で打つ最後のそばと言うこと

で、食べるのに 2時間待ちした人もいました。 年を取ると、こってりラーメンよりも、あっさ

りそばを好むのでしょうか？ 今年も元町老人クラブの皆さんに、新そばを提供しに行きます。

今から、アゴと胃袋を鍛え、首を長くして待っていてください。 お楽しみに！！ 

9 月の行事予定 
 １・9/4・5・6 びほろふるさと祭り 
 ２・9/16(火) 芳美代会の皆さんの慰問で、ホーム敬老会 

 8/24(日)ふれあい祭りに行ってきました。

お天気もまずまずで、お祭りに行くには問題あ

りません。 むしろホームからの参加者が毎年

減ってるのが問題で、今年は 4 名の参加です。

他にも行ける人はいるのですが、出不精にな

ってきています。 子どもと違って、お菓子や

ジュースで釣っても駄目です。 気分転換に外

の空気を吸ってもらいたいのですが、行かない

と決めると、死んでも動かないでしょう。 

 8/28(金)、小松スミさんの 88 回目の誕生日を

皆でお祝いをしました。 サプライズは小松さ

んの娘さんが、誕生祝いに自慢ののどを披露し

てくれた事です。 曲目は、島倉千代子の「東

京だよ、おっかさん」これが実に良かった。 久

しぶ～りに、手を引いて～・・・と心を込めて

の歌声に、私の胸は熱くなりました。 母の誕

生日に感謝の歌を歌うなど、最高のプレゼント

です。 これが本当の親孝行だと思います。 
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